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オゾン水の各種病原微生物に対する殺菌効果の検討

研究テーマ:

試験実施責任者:

試験実施施設:

試験方法:

使用菌株:

オゾン水の各種病原微生物に対する殺菌効果の検討

北里大学医学部皮膚科学、北里大学大学院医療系研究科環境皮膚科学、講
師、藤村響男

北里大学医学部、病態・診療系内バイオセーフティレベル2実験施設

　大腸菌および黄色ブドウ球菌はコロンビア寒天培地を用いて、サルモネラ菌
はBHl寒天培地を用いて夫々37℃で16時間培養した。アクネ菌は、ガム寒天培
地で4日間嫌気培養、緑膿菌、エンテロコッカスおよびセラチアはHI寒天培地、
赤痢菌はSS寒天培地、腸炎ビブリオ菌はESビブリオ寒天培地で夫々18時間
好気培養した。リステリア菌は、HI寒天培地で48時間、エルシエア菌はSS寒天培
地で30℃3日間培養した。ミュータンス菌は、MS培地を用いて37℃で48時間嫌
気培養し、カンピロバクター菌はCCDA培地を用いて37℃2日間微好気培養し
た。自癬菌は、BHI寒天培地に置いたナイトロセルロースペーパー上に接種し、
30℃で14日間培養した。

　カンピロバクターと白癬菌を除く各菌は、PBS⁻にて1×10⁸cfu/mlに調整し、調
整した各菌液0.1mlを9.9mlのオゾン水(ウォーターエージェンシー社製オゾン水
生成器にて生成されたオゾン水濃度1.0mg/l 水温18～23℃)またはPBS⁻に加え
5秒間反応させた。(最終濃度:1×10⁶cfu/ml)。
カンピロバクターはPBS⁻にて2×10⁵cfu/mlに調整し、調整した各菌液0.1mlを
9.9mlのオゾン水(ウォーターエージェンシー社製オゾン水生成器にて生成された
オゾン水濃度1.0mg/l水温18～23℃)またはPBS⁻に加えて反応させた。(最終濃度:
1×10³cfu/ml)。

　白癬菌は、PBS⁻にて5×10⁶cfu/mlおよび5×10⁵cfu/mlに調整し、調整した各
菌液0.1mlを9.9mlのオゾン水(ウォーターエージェンシー社製オゾン水生成器にて
生成されたオゾン水濃度1.0mg/l水温18～23℃)またはPBS⁻に加え5秒間反応させ
た(最終濃度:1×10⁴cfu/mlおよび1×10³cfu/ml)。

反応後PBS⁻を用いて10段階希釈の後、各希釈液0.1mlを夫々の培地に塗布し、
夫々に適した時間・温度で培養し、菌数を数えた。
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オゾン水
Trichophyton rubrum 

Serratia marcescens 

Escherichia coli ATCC25922 
Escherichia coli O-111 
Staphlococcus aureus ATCC25923 

Propionibacterium acnes 
Sigella flexneri 

Listeria monocytogenes EGD 
Pseudomonas aeruginosa 
Enterococcus faecalis 
Staphlococcus epidermidis 

Salmonella typimurium 

Vibrio Parahaemolyticus 

Yersinia enterocolitica 

(Mycobacterium chelonae)
Mycobacterium chelonae

Mycobacterium marinum

Campylobacter jejuni 
Streptococcus mutanns 
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